
集

ω
様
々
な
公
民
連
携
の
形

特

①
P
F
I
 

P
F
l
に
つ
い
て

P
F
I
(司
ユ〈何日件。
司
E
E50

E
在
住
話)
は、
公
共
施
設
等
の

建
設・
維
持
管
理・
運
営
等
を、

民
間
の
資
金・
経
営
能
力
及
び
技

術
的
能
力
を
活
用
し
て
効
率
的
か

っ
効
果
的
に
実
施
し、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

の
削
減
を
図
る
事
業
手
法
で
あ

る。従
来
の
よ
う
に、
「
設
計」
「
建

設」
「
資
金
調
達」
「
維
持
管
理」

「
運
営」
を
個
別
に
行
う
の
で
は

な
く、
「
設
計」
か
ら
「
運
営」

ま
で
を一
体
的
に
民
間
事
業
者
へ

委
ね、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広

い
範
囲
で
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り、
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
も
の
で

あ
る。
(
図
1
参
照)

2 

P
F
l
の
経
緯

国
に
お
い
て
は、
平
成
日
年

に
「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る

ー
民
間
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
化
と
今
後
の
展
開
へ
向
け
て
1

公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に

関
す
る
法
律
(
P
F
I
法)」
が

制
定
さ
れ、
平
成
ロ
年
に
は
国
の

基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
た。
さ
ら

に、
平
成
日
年
に
は、
P
F
I
事

業
を
実
施
す
る
上
で
の
実
務
上
の

指
針
と
し
て、
各
種
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る。

内
閣
府
が
公
表
し
て
い
る
「
P

F
I
に
関
す
る
年
次
報
告」
に
よ

る
と、
我
が
国
の
P
F
I
事
業
数

は
年
々
増
加
し
て
い
る。
平
成
2

年
度
末
時
点
で
実
施
方
針
を
公
表

し
た
P
F
I
事
業
数
は
3
6
6
に

上
り、
事
業
費
も
約
3・
2
兆
円

に
上
っ
て
い
る。

本
市
に
お
い
て
は、
平
成
凶
年

3
月
に
「
戸
塚
駅
西
日
第
1
地
区

第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業・
仮

設
店
舗
整
備
等
事
業」
の
実
施
方

針
が
公
表
さ
れ、
こ
れ
が
P
F
I

の
第一
歩
と
な
り、
そ
の
後、
本

市
の
P
F
I
導
入
に
あ
た
っ
て
の

基
本
原
則
等
を
定
め
た
「
横
浜
市

P
F
I
等
基
本
方
針・
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン」
が
平
成
日
年
3
月
に
策
定

さ
れ
た。

平
成
お
年
2
月
末
現
在
に
お
い

て、
政
令
指
定
都
市
で
最
多
の
事

業
数
で
あ
る
8
事
業
に
P
F
I
を

導
入
し
て
お
り、
終
了
し
た
事
業

を
含
む
8
事
業
の
契
約
金
額
総
額

は、
7
8
7
億
円
(一
般
会
計一

4
0
0
億
円、
特
別
会
計
お
億

円、
下
水
道
事
業
会
計
訂
億
円、

水
道
事
業
会
計
2
7
7
億
円)
と

な
っ
て
い
る。
(
表
1
参
照)

3 

P
F
l
の
主
な
特
徴

@
一

括
・

性
能
発
注、

ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
発
注
に
よ
る
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
の
幅
広
い
活
用

P
F
ー
で
は、
設
計・
建
設・

資
金
調
達・
維
持
管
理・
運
営
と

い
っ
た
業
務
を一
括
で
発
注
す
る

と
と
も
に、
「
性
能
を
満
た
し
て

い
れ
ば
細
か
な
手
法
は
問
わ
な

い」
性
能
発
注
方
式
を
採
用
し
て

い
る。ま

た、
目
先
の
支
出
額
の
大
小

で
は
な
く、
事
業
期
間
全
体
を
通

じ
て
の
コ
ス
ト
縮
減
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
か
ら、
長
期
間
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
基
づ
い
て

発
注
を
行
う。

こ
の一
括・
性
能
発
注、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
発
注
に
よ

り、
民
間
に
よ
る
B
P
R
(
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ一
現
状
の
業
務
手
順
の
再

編・
再
構
築)
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
引
き
出
す
余
地
を
大
き
く

し、
低
廉
で
質
の
良
い
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
可
能
に
す
る。

@
V
F
M
の
確
保

P
F
I
の
基
本
に
は、
V
F
M

(〈包
5
『O円
冨oロ
ミ
H
支
払
い
に

対
し
て
最
も
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る)
と
い
う
考
え
方

が
あ
る。
同一
の
目
的
を
有
す
る

2
つ
の
事
業
を
比
較
す
る
場
合、

支
払
に
対
し
て
価
値
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
供
給
す
る
方
を
「
V
F
M

が
あ
る」
と
言
い、
残
り
の一
方

を
「
V
F
M
が
な
い」
と
言
う。

P
F
I
事
業
を
実
施
す
る
場
合

は、
こ
の
V
F
M
の
有
無
を
確
認

執
筆

図1 従来型公共事業とPFIの違い

盆量聖公韮重量 盟重量

に二三E二コ 仁二王正二コ 仁二三E二コ C二王正二コ

| 附{榊附外

| 建… 航附柑0111 硲 E三三ヨ

田直|鴎0:コ
� 

企圃

針圃

調査季報vol.168・2011.3・14

課担当係長住民

(出所)内閣府iPFIの概要について」

住民



す
る
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
に

は、

従
来
型
の
公
共
事
業
手
法
で

実
施
し
た
場
合
と
P
F
I
で
実
施

し
た
場
合
を
比
較
し、

事
業
期
間

を
通
じ
た
行
政
の
財
政
負
担
額
が

少
な
い
方
式、

ま
た、

行
政
の
財

政
負
担
額
が
同
一

の
場
合
は、

よ

り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

@
公
民
の
適
切
な
リ
ス
ク
分
担

事
業
の
実
施
に
あ
た
り、

需
要

の
変
動、

物
価
や
金
利
の
変
動
等

の
経
済
状
況
の
変
化、

計
画
の
変

更、

事
故、

天
災
等、

予
測
で
き

な
い
事
態
に
よ
り
損
失
等
が
発
生

す
る
お
そ
れ
(
リ
ス
ク)

が
あ
る
。

P
F
ー
で
は
「
リ
ス
ク
を
最
も

適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

者
が
当
該
リ
ス
ク
を
分
担
す
る
」

と
い

う
考
え
方
が
前
提
と
な
る
。

こ
の
適
切
な
リ
ス
ク
分
担
に
よ

り、

全
体
の
リ
ス
ク
や
コ
ス
ト
を

縮
小
さ
せ
る
。
(
図
2
参
照)

@
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
活
用

従
来
型
の
公
共
事
業
で
は、

国

費
等
特
定
財
源
を
除
く
施
設
等
整

備
に
必
要
な
費
用
は、

地
方
債
や

一

般
財
源
で
対
応
し
て
い
る
が、

P
F
I
事
業
で
は、

事
業
者
で
あ

る
S
P
C
(
特
別
目
的
会
社)

が

金
融
機
関
等
か
ら、

返
済
の
原
資

を
当
該
事
業
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
l
(
収
益)

の

み
に
限
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
い

う
手
法
で
資

金
調
達
す
る
の
が
一

般
的
で
あ

ヲ。
。こ

の
資
金
調
達
手
法
に
よ
り、

行
政
は
建
設
時
期
に
一

度
に
資
金

を
支
出
す
る
必
要
が
な
く
な
る
と

と
も
に、

資
金
の
確
実
な
回
収
を

目
的
と
し
た
金
融
機
関
等
に
よ
る

事
業
自
体
に
対
す
る
デ
ュ
I
デ
リ

ジ
ェ
ン
ス
(
事
業
に
つ
い
て
の
詳

細
か
っ

多
角
的
な
調
査)

や
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
働
く
こ
と
に
な
り、

事
業
の
安
定
性
向
上
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
に
な
る
。

@
重
層
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
業

績
連
動
払
い
に
よ
る
長
期
・

安
定

的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
確
保

P
F
ー
で
は、

長
期
・

安
定
的

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保

す
る
た
め、

P
F
I
事
業
者
に
よ

る
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

に
加
え、

本
市
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど、

重
層
的

な
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
体
制
を

構
築

し、

リ
ス
ク
顕
在
化
の
抑
制、

安

定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

ま
た、

業
績
(
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

結
果)

と
P
F
I
事
業
者
へ
の
支

払
い
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で、

当

初
に
本
市
が
要
求
し
て
い
た
業
務

水
準
等
を
確
実
に
履
行
す
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
P
F
I
事
業
者
に

対
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
。
(
図

3
参
照)

4 

「
横
浜
市
P
F
l
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」

の
改
正

8

事
業
へ

P
F
I

導
入
を
図

り、

事
業
を
運
営
す
る
中
で
、

実

務
的
な
課
題
が
見
受
け
ら
れ
て
お

り、

そ
の

課
題
へ

対
応
す
る
た

め、

平
成
辺
年
4
月
に、

策
定
後

初
で
あ
る
大
幅
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

改
正
を
行
っ
た
。

主
な
改
正
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

@
P
F
l
導
入
の
客
観
的
評
価
と

な
る
V
F
M
の
一

一層
の
透
明
化

従
来、

V
F
M
の

公
表
に
あ

た
っ
て、

積
算
項
目
を
中
心
に
内

容
を
公
表
し
て
い
た
が、

よ
り
プ

ロ
セ
ス
の
透
明
化
を
図
る
た
め
、

V
F
M
の
評
価
過
程
や
評
価
方
法

に
関
し
て
も、

そ
の
後
の
入
札
等

に
お
い
て
正
当
な
競
争
が
阻
害
さ

れ
る
も
の
を
除
き、

原
則
公
表
す

る
こ
と
と
し
た
。

@
後
年
度
財
政
負
担
の
透
明
化

P
F
I
に
係
る
後
年
度
財
政
負

担
額
に
つ
い
て、

よ
り
透
明
化
を

図
る
た
め、

普
通
会
計
貸
借
対
照

表
へ
P
F
I
事
業
の
資
産
・

負
債

等
を
適
切
に
反
映
す
る
と
と
も

に、

そ
の
内
訳
を
併
せ
て
公
表
す

る
こ
と
と
し
た
。

@
よ
り
一

層
の
P
F
l
事
業
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
寄
与

P
F
I
事
業
者
の
地
域
活
性
化

へ
の
貢
献
を
促
進
す
る
取
組
と
し

て、

事
業
者
公
募
時
に
民
間
事
業

者
か
ら
「
地
域
活
性
化」

の
提
案

を
求
め、

そ
れ
を
事
業
者
選
定
審

査
の
中
で

評
価
す
る
こ
と
と
し

た
。

ま
た、

P
F
I
事
業
者
が、

建

設、

運
営
等
の
各
段
階
で
業
務
を

発
注
す
る
場
合、

中
小
企
業
を
含

む
市
内
企
業
が
最
優
先
に
活
用
さ

れ
る
よ

う
働
き
か
け
を
行
う
な

ど、

引
き
続
き
市
内
企
業
参
画
促

進
の
取
組
も
実
施
す
る
こ
と
と
し

担

て
い
る
。

分

@
民
間
事
業
者
に
対
す
る
手
続
き

ス

負
担
の
軽
減

リ

本
市
が
民
間
事
業
者
へ
の
業
務

引

を
規
定
す
る
要
求
水
準
書
等
を
よ

|

り
早
期
に
公
表
す
る
こ
と
に
よ

円

り、

民
間
事
業
者
の
十
分
な
提
案

書
作
成
準
備
期
間
を
確
保
す
る
。

ロ

ま
た、

事
業
者
選
定
審
査
に
お
い

I

(平成23年2月末現在)
事業名 所管局 事業期間 契約金額

戸塚駅西日第1地区第一種市街地再開発事業・仮設盾舗整備等事業 都市整備 H14.9�22.3 2，320百万円
横浜市下水道局改良士プラント増設・運営事業 環境音随 H15.6�26.3 414百万円
横浜市立十日市場小学校整備事業 教育 H17.9�32.3 2，872百万円
横浜市立科学技術品校(仮称)整備事業 教育 H18.2�33.3 9，396百万円
横浜市環境創造局北部汚泥資源化センター消化ガス発電設備整備事業 環境自随 日20.8�42.3 8，254百万円
横浜市瀬谷区総合庁舎及び二ツ橋公園整備事業 市民 H20.l2�38.3 10，820百万円
水道局川井浄水場再整備事業 水道 H21.4�46.3 27，679百万円
戸塚駅西口第l地区第一種市街地再開発事業に伴う公益施設整備事業 市民 H22.6�39.3 16，903百万円

横浜市のPFI事業表1

行政

従来型での事業のリスク分但

P F Iでのモニタリング

サービス提供

15.特集ー公民連携先進都市への挑戦

図3



て、

次
点
者
及
び
次
々
点
者
へ

報

奨
金
を
交
付
す
る
公
民
協
働
事
業

応
募
促
進
報
奨
金
制
度
を
P
F
I

事
業
に
も
適
用
す
る
こ
と
と
し

た
。

こ
の
よ
う
な
取
組
な
ど
に
よ

り、

手
続
き
負
担
を
軽
減
し、

民

間
事
業
者
の
P
F
I
事
業
へ
の
参

画
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。

@
市
の
P
F
l
事
業
者
へ
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
方
策

P
F
I
の
特
徴
で
あ
る
重
層
的

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
業
績
連
動
払

い
を
効
果
的
に
実
現
す
る
た
め、

建
設、

運
営
等
の
各
段
階
に
お
け

る
具
体
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
策

を
示
し
て
い
る。

ま
た、

通
常
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
加
え、

契
約
締

結
後
の
P
F
I
事
業
の
進
捗
状
況

等
に
つ
い
て、

学
識
経
験
者
等
で

構
成
す
る
P
F
I
事
業
審
査
委
員

会
へ

定
期
的
に
報
告
し、

客
観
的

な
意
見
等
を
聴
取
す
る
こ
と
と
し

た
。

P
F
I
事
業
の
進
捗
状
況
等

に
つ
い
て、

有
識
者
か
ら
意
見
を

聴
取
し、

そ
の
意
見
を
公
表
す
る

こ
と
は
全
国
的
に
初
め
て
の
試
み

と
な
っ
て
い
る。

5 

P
F
l
の
発
展
に
向
け
て

-
V
F
M
の
考
え
方
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ

現
行
の
V
F
M
は、

P
F
I
が

従
来
型
よ
り
財
政
負
担
の
削
減
が

可
能
で
あ
る
と
の
指
標
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は、

V
F

M
H
歳
出
削
減
・

効
率
化
と
い
う

議
論
を
よ
り
一

歩
進
め、

例
え

ば、

地
域
活
性
化
や
雇
用
の
創
出

な
ど
の
便
益
も
加
味
す
る
な
ど
、

V
F
M
の
考
え
方
を
社
会
ニ
1
ズ

の
変
化
と
と
も
に、

ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

思
わ
れ
る
。

そ
の
結
果、

V
F
M

は、

p
p
p
を
含
め
た
よ
り
広
い

政
策
決
定
に
通
用
す
る
概
念
と
し

て
定
着
し、

多
く
の
ス
テ
l
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
メ
リ
ッ
ト
を
事
受
で
き

る
仕
組
み
の
構
築
に
つ
な
が
る
と

期
待
で
き
る
。

@
民
間
資
金
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
へ

の
理
解
促
進

P
F
I
は、

主
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り、

金
融
機
関
等
の
事
業

に
対
す
る
デ
ユ
1
デ
リ
ジ
エ
ン
ス

や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
活
か
し、

事

業
の
長
期
的
・

安
定
的
な
運
用
を

目
指
し
て
い
る
。

た
だ
し、

今
後
は、

民
間
資
金

を
事
業
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
と
い
う

側
面
だ
け
で
は
な
く、

主
に
現
預

金
で
運
用
さ
れ
て
い
る
国
民
金
融

資
産
の
流
動
化
や
地
域
の
課
題
へ

金
融
資
産
を
活
用
し
て
い
く
視
点

な
ど、

マ
ク
ロ
経
済
面
か
ら
の
経

済
活
性
化
策
と
し
て
捉
え、

民
間

資
金
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
だ
ろ予
っ
か。

こ
の
よ
う
な
視
点
を
踏
ま
え、

民
間
資
金
活
用
へ
の
理
解
を
幅
広

い
人
々
か
ら
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う、

今
後、

活
用
効
果
を

議
論
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

ヲQ。

@
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
卜
管
理

の
普
及

P
F
I
は、

事
業
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
認
識
し
た
う
え

で、

支
出
の
裏
付
け
を
持
っ
て、

事
業
を
進
め
て
い
る
。

よ
っ
て、

変
化
の
激
し
い
昨
今、

他
の
事
業

と
比
べ
、

P
F
I
事
業
は
将
来
的

な
財
政
負
担
等
を
拘
束
す
る
と
い

う
意
見
が
あ
る
。

し
か
し、

従
来
型
事
業
に
お
い

て
も、

整
備
後、

コ
ス
ト
を
費
や

し、

長
期
間
に
渡
り
維
持
管
理
・

運
営
等
を
行
う
こ
と
自
体
は
変
わ

ら
な
い
が、

自
治
体
の
単
年
度
予

算
主
義
の
中
で
は
、

長
期
的
な
財

政
負
担
額
が
見
え
に
く
い
状
況
で

あ
る。

P
F
I
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
可
視

化
と
い
う
手
法
は、

長
期
の
財
政

負
担
を
明
確
化
し、

当
該
事
業
自

体
の
必
要
性
の
議
論
を
よ
り
促
す

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
管
理
の
異
な
る
側
面
と
し
て、

民
間
企
業
は、

長
期
間
の
運
営
が

担
保
さ
れ
る
た
め、

雇
用
の
確
保

や
長
期
的
な
視
点
か
ら
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
余
地

が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ラ
イ
フ
ザ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
管
理

は、

将
来
の
財
政
負
担
を
明
確
化

で
き
る
と
と
も
に、

長
期
的
・

安

定
的
な
管
理
運
営
の
視
点
か
ら、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら、

P
F
I
事
業
以
外
に

も
普
及
さ
せ
る
べ
き
考
え
方
で
は

な
い
だ
ろ
う
か。

@
改
修、

維
持
保
全
へ
の
P
F
l

/
p
p
p
導
入

今
後、

本
市
の
公
共
施
設
等
の

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
く
こ
と
が

想
定
さ
れ、

適
切
な
維
持
保
全
と

財
源
確
保
が
必
要
な
状
況
と
な
っ

て
お
り、

課
題
解
決
に
向
け
た
一

つ
の
手
法
と
し
て
P
F
I
/
p
p

p
を
本
分
野
へ

導
入
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る。

た
だ
し、

公
民
の
リ
ス
ク
分
担

の
問
題
や、

現
状
で
は
行
政
が
毎

年
度
サ
ー
ビ
ス
購
入
費
を
支
払
う

事
業
形
態
が
多
い
と
想
定
さ
れ、

財
政
負
担
削
減
の
効
果
が
限
定
的

で
あ
る
と
い
う
議
論
が
あ
り、

課

題
の
整
理
・

解
決
を
通
し
て、

P

F
I
/
p
p
p
導
入
に
向
け
て
、

環
境
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た、

改
修
・

維
持
保
全
に
あ

た
っ

て
は、

地
元
企
業
の
活
躍

フ
ィ
ー
ル
ド
に
合
致
す
る
部
分
が

多
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら、

地

域
経
済
活
性
化
に
貢
献
す
る
仕
組

み
を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。

固
に
お
い
て
は
、
「
新
成
長
戦

略
(
平
成
辺
年
6
月
閣
議
決
定)
」

の
中
で、

P
F
I
の
推
進
が
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に

は、

公
共
施
設
の
所
有
権
を
民
間

に
移
転
し
な
い
ま
ま、

民
間
事
業

者
に
対
し
て、

イ
ン
フ
ラ
等
の
事

業
権
(
事
業
運
営
・

開
発
に
関
す

る
権
利)

を
長
期
間
に
わ
た
っ
て

付
与
す
る
方
式
で
あ
る
コ
ン
セ
ツ

シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
や、

P
F
I

の
事
業
規
模
を
2
0
2
0
年
ま
で

に、

こ
れ
ま
で
の
2

倍
以
上
の

叩
兆
円
以
上
へ

拡
大
す
る
こ
と
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る。

そ
の
よ
う
な
中、

本
市
で
は
、

今
後
の
P
F
I
導
入
に
向
け
た
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
課
題
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
P
F
I
事
業
は
、

大
規
模
な
事
業
が
多
く、

か
つ
専

門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
こ
と

か
ら、

幅
広
い
分
野
の
企
業
が
参

入
す
る
市
場
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

よ
っ
て、

よ
り
企
業
の
競
争
を

促
し、

民
間
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
最
大
化
さ
せ
る
た
め
に
、

今

後、

P
F
I
へ

参
入
す
る
企
業
数

を
増
加
さ
せ、

参
入
企
業
の
す
そ

野
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

そ
の
結
果、

よ
り
効
率
的
な
事

業
運
営
が
可
能
に
な
り、

か
つ
更

な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、

本
市
と
し

て、

P
F
I
の
普
及
・

理
解
の
促

進、

P
F
I
を
導
入
す
る
事
業
規

模
の
多
様
化、

各
事
業
に
お
け
る

民
間
企
業
へ
の
過
度
な
リ
ス
ク
移

転
の
抑
制、

民
間
企
業
の
提
案
に

あ
た
っ
て
の
更
な
る
負
担
軽
減
な

ど
に
対
応
す
る
こ
と
で、

参
入
促

進
の
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
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